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学校の評価は適切である。
休み時間に運動場で多くの子供たち
が、元気に縄跳びや運動を行っており、
楽しく運動に親しんでいる様子がうかが
えた。
以前に比べると活動量が増えてきてい
るので、予期せぬ事故には充分気をつ
け、徹底した安全管理・安全指導を継続
して欲しい。
食を通した健康指導を今後さらに充実
していって欲しい。

学校の評価は適切である。
目標値が達成されており、いじめを許さ
ない雰囲気ができている。

学校の評価は適切である。
アンケートの細やかな見取り、その後の
指導が、子供たちとの信頼関係につな
がっている。

大牟田市立銀水小学校

学校の評価は適切である。
個々に応じて関係機関やSC、SSWと素
早く連携することで、教師だけでなく
様々な視点で子どもを見守ることがで
き、適切な対応につながっている。
校長室前の「がんばる銀水っ子」の取組
は、子供たちの励みになる。

・

・

・

・

・

子供たちが、しっかりとめあてを持って学習に
取り組むことができるように、導入段階におけ
る活動の工夫を継続していく。
自分で考える楽しさ、みんなで考える楽しさを
味わうことができるように、一人一人の実態に
応じた指導の工夫を進めていく。
考える楽しさを味わわせるために、各時間にお
ける見方・考え方を働かせている子供の姿を
具体化して授業改善に取り組む。
学力低位層の状況とその要因を分析し、一人
一人の課題に応じた補充学習等の指導を進
めていく。
読解力、豊かな情操を育んでいくために、家
庭への啓発を図りながら、学校図書館を活用
した読書活動を推進していく。

・

・

・

日常の教育活動を通じて、食と健康の関係や食文化につい
て理解させ、楽しい給食の時間となるよう指導している。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.0以上】

偏食がなく、給食を楽しくおいしく食べる子ども
【目標値：給食の残菜率を前年度比-0.2％】

食への感謝の心が高まり、給食の残菜率の低下につながっている。
毎日の給食委員会による献立紹介と食に関する放送が、食に関する興味･関心
を高めることにつながっている。

毎月のいじめチェックリストを実施し、気になる変化やトラブ
ルが明らかになった時、迅速に対応しそれを記録している。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1以上】

気持ちを理解してくれる複数の友人を持ち、学校生活を明るく前向
きにおくる子ども　(生活ｱﾝ 友達との関係 保ｱﾝ 8)
【目標値：児童ｱﾝｹｰﾄ3.1以上、保護者ｱﾝｹｰﾄ3.1以上】

豊かな情操と道徳心を培うことを目標に、道徳の時間や体験
活動の充実を図る学級経営を行っている。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.0以上】

豊かな感性を持ち相手の気持ちを思いやる心といじめを許さない実
践力を持っている学級(生活ｱﾝ　教師との関係)
【目標値：児童ｱﾝｹｰﾄ3.1以上】

銀水小学校の３つの宝を守り、磨いて一人一
人の誇りとなり得るように毎月の生徒指導の月
目標で子供の姿を具体化して取り組む。
道徳科の学習を通して、自分のよさや道徳的
行為の心地よさやその意義を自覚できるよう
に、発達段階に応じた学習を工夫する。
子供たちが主体的によりよい銀水小学校を目
指して、考え行動できるように、子供たちの活
躍する場を保障する。

次年度における改善策（案）

・

・

・

運動に親しみ、体を動かすこと、みんなで運動
することの楽しさを実感させるために体育科学
習をさらに充実させていく。
自ら健康に、安全な生活ができるように、日常
の生活指導のみならず、養護教諭の専門性を
生かした学習の場を設ける。
食に対する見方・考え方を育成することができ
るように、栄養教諭の専門性を生かすと共に、
給食指導を充実させていく。

学校の評価は適切である。
子供たちの興味・関心を高めたり、思考
を深めたりする工夫がしっかりと行われ
ている。
子供たちが、それぞれの目標に向かっ
て頑張っている様子がうかがえる。これ
からも粘り強く指導していって欲しい。
目標値が明確に示されており、成果が
見えた。授業でも子供たちが生き生きと
活動していた。
各学級で積極的にICT機器が活用され
ている。子供たちがどんどん使いこなし
ている様子に感心した。
読解力に課題が見られるようであるが、
子供たちが進んで本に親しむことができ
るような工夫をお願いしたい。

学校の評価は上方修正すべきである。
すれ違う子供たちが、みんな元気にあ
いさつをしてくれた。３つの宝を大切に
する心が育っていると感じる。
集団の中でのきまりや約束を守る姿勢
が定着してきている。
４年生の花いっぱいプロジェクトの発表
が大変素晴らしかった。地域のことを知
り、大切に思う子供たちの姿がとても嬉
しかった。

・
・

・

・

・

・問題が解けたり、作品が完成したり、今までできなかったことができ
たりした時に、喜びを感じる子ども(銀水ｱﾝ 10・21・25)
【目標値：児童ｱﾝｹｰﾄ　3.1以上、国・算ﾃｽﾄ 平均 低-85、高-80以
上】

・
・

・

・

衛生面や安全面に気を付けて学校生活を送るように指導し
ている。【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1以上】

・
・

・

・

保健室に来室した際に、けがや体調不良の原因を自分で振り返るこ
とができる子ども　(銀水っ子ｱﾝｹｰﾄ 34・35)

学級の課題を話し合ったり協力したりしながら、解決へ導こうと活動
し、役に立つ喜びを味わう子ども　(銀水っ子ｱﾝ 22・23・24・26)
【目標値：児童ｱﾝ3.1以上】

既習を振り返らせたり、課題をもたせるような問題を提示した
りしてズレに気づかせ、児童にゴール像を意識した「めあて」
をつくらせる場面を設定している。【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1
以上】

日々の教育活動を通して、きまりや約束の意味を理解させ、
それを守るよう指導している。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1以上】

これまでの研究の成果を生かし、各授業で設定したゴール像に向かって、学習
内容に応じて､考えをつくったり、友達と交流したりするなど効果的にiPadを活用
する場面が増えてきた。
子ども達が、必要に応じてiPadを活用できるように工夫する。

ＮＯ１

目指す児童の姿（成果指標） 結果（成果○と課題△） コメント

コロナ禍にあるが、体育学習発表会、持久走大会と学習の成果の場を設けること
ができ、子ども達が達成感を味わうことができた。
体育の学習、休み時間と制限が少なくなり、進んで運動する子どもの姿が増えて
きた。

図と式を関付けて考えをつくったり、タブレットを活用して試行錯誤したりしなが
ら､自分の考えをつくることができてきた。
さらに、考える楽しさを味わわせるために、多様な解決方法を身に付けさせ、着
眼点を明確にした問題解決活動を推進する。

授業の中で学習内容をつかみ、課題を見いだし、ゴール像を明確
にした「めあて」を考える子ども　(銀水っ子ｱﾝ 1・2・15)
　【目標値：児童ｱﾝｹｰﾄ3.1以上】

困っている人がいたら進んで助ける子ども
(銀水ｱﾝ18  保ｱﾝ5) 【目標値：児ｱﾝ3.1以上 保ｱﾝ3.1以上】

学校関係者評価 改　善　計　画
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自分の考えを伝える時に、指し示したり、色や線を使って書き加えな
がら説明したり、学習の中でわかったことをもとに自分なりの言葉で
「まとめ」や振り返りを書いたりすることができる子ども
(銀水っ子ｱﾝｹｰﾄ  6・7・11)　　【目標値：児童ｱﾝ3.1以上】

順序立てて考えたり、他者と考えを比べたり、iPad等を使った学習を
楽しんだりする子ども(銀水っ子ｱﾝｹｰﾄ 8・16)　【目標値：児童ｱﾝｹｰ
ﾄ3.1以上】

自ら学び基礎学力を身につけた児童の育成

目標達成のための方策（取組指標）

授業の中で、児童が達成感や成就感を味わうことができる場
面の設定や声かけを行っている。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1以上】

評　価　計　画 自　己　評　価
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価

順序立てて考えさせたり、他者と考えを比べさせたり、教科・
領域等においてiPadやタブレットPC等を使わせたりして、プ
ログラミング的思考を活用する場の設定をしている。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.0以上】

日々の学校生活や学校行事等を通して、きまりを守る意義を理解し、行動しようと
する姿が定着しつつあり、そのことが､落ち着いた学習態度や学校生活につな
がっている。
学校内外、いつでも､どこでも実践できる子どもの姿を目指す。

（様式１－１）

学校教育目標 重点目標夢や希望をもって粘り強く挑戦し、新しい時代を切り拓いていく子どもを育成する。

令和４年度　学校評価報告書

既習を使って自分で考えたり、友だちの考えを参考にしたり
して課題解決までの見通しをもたせ，諦めずに多様な方法
での試行錯誤を促している。【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1以
上】
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きれいな学校、元気なあいさつ、静かな廊下歩行を毎月の生活目標として取り上
げて取り組んできたことで、定着が図られてきた。
さらに学校の宝として磨いていくための主体者意識を高めさせる。

日々の教育活動の中で、自分のことだけでなく、周りの人も
大切に思い、一人ひとりを尊重する活動を設定している。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1以上】

課題を解決する際に、見通しをもち、多様な方法を用いて諦めずに
試行錯誤する子ども　(銀水っ子ｱﾝｹｰﾄ 3・4・5・9)　【目標値：児童ｱ
ﾝ3.1以上】

つくった考えを指し示したり、色や線を使って書き加えながら
説明させたり、自分の言葉で「まとめ」や学習の振り返りを書
かせたりする活動をさせている。【目標値：教師ｱﾝ　3.1以上】

相手を大切にした学級づくりを目指し、児童が協力して課題
を解決できるための活動を設定している。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1以上】

きまりや約束の意味を理解し、それを守る子ども
(銀水ｱﾝｹｰﾄ 19・30 保ｱﾝｹｰﾄ 7)
【目標値：児童ｱﾝｹｰﾄ 3.1以上、保護者ｱﾝｹｰﾄ 3.1以上】

銀水の３つの宝を大切にさせ、日常的に評価・指導を行い定
着を目指している。【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.0以上】

銀水の３つの宝を大切にすることが定着している子ども
(銀水っ子ｱﾝｹｰﾄ 27～29)　【目標値：児童ｱﾝｹｰﾄ3.1以上】

生徒指導委員会でフェイスシートをもとに気になる子どもの状況を共通理解し、
組織的に対応してきたことで、それぞれの個別の事案に対し、関係機関やＳＣ、Ｓ
ＳＷと連携する等、適切な対応を進めることができた。

学校生活を通して、自分のよさや友達のよさを
実感できるように体験活動、道徳学習の充実
を図る。

これまでの学校生活アンケートの取組を継続
すると共に、児童理解に努め、教育活動の土
台となる信頼関係づくりに努める。

・

・
福岡アクションスリーを実行し、児童のわずかな変化（対人関
係・言動）に気付き、すぐに対応・記録・報告を行ってる。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1以上】

他の児童と一緒に様々な運動に取り組ませ、運動する楽しさ
を味わわせている。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.0以上】

日常の教育活動を通して、交通ルールや危険な行動につい
て理解させ、けがをしないように指導している。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1以上】

危険を察知し、けがを未然にふせぐことができる子ども
【目標値：校内での受傷件数を昨年度－12％】

いじめを絶対に許さないという風土が育ってきた。
道徳的価値をもとに、自分のよさや自分はどうありたいか、自分を見つめる道徳
学習をさらに充実していく。

校長室前に「がんばるぎんすいっ子」コーナーを設けたことにより、一人一人のよ
さを認め合ったり、達成感を味わったりする子ども達の姿が見られた。
集団の中で、一人一人のよさを発揮し、実感できる活動を工夫し、子ども達の自
尊感情を育む。

生徒指導の３機能（自己決定・自己存在感・共感的人間関
係）を導入し、児童の自尊感情を育む学級経営を行ってい
る。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.1以上】

得意なことや自慢できることを持ち、自分は誰かの役に立っていると
感じ、自分を大切にする子ども　(生活ｱﾝ 自尊概念  保ｱﾝ 3)
【目標値：児童ｱﾝ3.1以上、保護者ｱﾝ3.1以上】

養護教諭の保健室を利用する一人一人に対するきめ細やかな声掛けや対応、
学級における保健指導により、子ども達の健康への意識を高めることにつながっ
ている。

制限が少なくなり、体を動かす場面が増えてけがが増加しているが、交通安全、
けがの防止に向けてきめ細やかな指導を進めてきたことで、自分の身を守るため
の安全に対する意識は高まっている。

い
じ
め
防
止

　◇　評価について

不
登
校
防
止

・【学校関係者評価】　Ａ：自己評価は適切である　　Ｂ：自己評価は上方修正すべきである　　Ｃ：自己評価は下方修正すべきである　　

学校に行くのを毎日楽しみにしている子ども
(生活ｱﾝｹｰﾄ 登校意欲  保ｱﾝｹｰﾄ 11.12)
【目標値：生活ｱﾝｹｰﾄ3.1以上 保ｱﾝｹｰﾄ3.1以上】

子ども達の主体的な問題解決活動を推進していくために､既習の学習と比較した
り、生活場面から課題を見出したりする場面を設定したことで、子ども達一人一人
が、自分の解決したいめあてをもつことができてきた。

自分のめあてに向かって、見通しをもち粘り強く取り組む子どもが増えてきてい
る。
一人一人が,思考力を働かせ、明確な見通しをもつことができる既習の振り返り活
動や事象提示、掲示物等のさらなる工夫が必要である。

算数科を中心に自らの学習を振り返る活動を発達段階に応じて工夫したことで、
自らの成長を実感する子ども達が増えた。
国語・算数の市販テストにおいては、概ね目標値を達成することができた。
学ぶ喜びをさらに味わわせるために、自分で､みんなで考える楽しさ、新たな気付
きや数理を見出す楽しさを味わわせる授業改善を進める。

子供たちの主体性、自尊感情を育んでいくた
めに福岡鍛ほめメソッドを推進し、すべての教
育活動において「目標設定→挑む活動→振り
返り」のサイクルを取り入れていく。
不登校、不登校兆候の児童に対して、その原
因と要因を明らかにし、関係機関等と連携した
取組を継続して進めていく。

■
健
や
か
な
体
の
育
成

他の児童と一緒に様々な運動に楽しく取り組む子ども
(銀ｱ20・32・33 保ｱ13)【目標値：児ｱ3.0以上保ｱ3.0以上】
【目標値：新体力テスト結果、DE群昨年値－α】

道徳科学習を軸に、発達段階に応じて思いやりの心をもって実践する姿を目指
してきたことで、困っている友達に優しく接したり、トイレのスリッパを進んで並べた
りする等、他者を大切にする行動が増えた。

各学年、各学級の目標や各行事におけるめあてを達するために、みんなで目標
を共有し、自分に何ができるかを考え、実践していくことでみんなの役に立つ喜
びを味わう子どもの姿につながった。

毎月の学校生活アンケートにおける子ども達のネガティブな反応に対しては、細
かなことでもすべて聞き取りを行い、対応してきたことから、信頼関係を構築でき
ている。
子ども達の自尊感情を育む教育活動を工夫していく。

教育活動の充実に向けて、業務を整理すると
共に、新しい教育課程による効果を最大限に
得ることができるように、教職員でアイデアを出
し合い試行しながら、業務改善を進めていく。

緊急時を除いて、19:00以降の外部からの電話の対応は行
わない。また学校から保護者への連絡も行わない。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　3.0以上】

教職に生きがいを感じ、働きやすい職場だと感じている職員
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ2.6以上】

自己評価のみならず、児童評価、保護者評価等を通して、学校の教育活動を定
期的に振り返ながら教育活動を進めてきたことで教師のやりがいにつながってい
る。何より、子ども達の向上的変容が喜びである。

働
き
方
改
革

設定された定時退校日に、18:00までに業務を終了し、18:30
までに退校を完了している。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ　2.5以上】

仕事全体の見通しを持って、その日の業務を限られた時間の中で
効率よく進めるタイムマネジメントを行っている。
【目標値：教師ｱﾝｹｰﾄ2.5以上】

前年に比べると超過勤務時間は減少傾向にあるが、４５時間以上の時間外勤務
者が依然として多い。全職員でアイデアを出し合いながら、学校運営について整
理すると共に、効率的な業務遂行を進めていく。

学校の評価は適切である。
先生方の業務の整理・精選が必要では
ないかと思う。
先生方が、やりがいを持って頑張る姿に
少し安心した。

・


